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確定申告・税源移譲による経過措置とは税金

後期高齢者医療 � 来年４月から保健

特別支援教育が今年４月スタートして教育

町立病院への質問Ｑ＆Ａ広聴

冬を快適に � 除雪にご協力を生活

親子料理教室で食の大切さ学習
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　■所得税から住宅ローン控除額を引ききれなかっ■ 所得税から住宅ローン控除額を引ききれなかったた方方

　平成１９年から税源移譲が実施されたことに伴い、ほとんど
の方は今年１月から所得税が減り、その分６月から住民税が
増えています。
　このことにより、次の措置がとられますので、対象となる方
は申告が必要です。

　所得税の住宅ローン控除を受けていた方について、税源移譲により所得税が減ったことによって、住宅ローン控
除額が所得税額より大きくなり、所得税から控除しきれなくなる場合があります。
　そのため、今まで所得税から控除されていた分については、申告により、翌年の住民税の所得割から控除する経
過措置が設けられました。

平成１１年から平成１８年までに入居された、次の�又は�の方
　�税源移譲により所得税が減少した結果、住宅ローン控除額が所得税額より大きくなり、控除しき
　　れなくなった方
　�住宅ローン控除額が所得税額より大きく、税源移譲前でも控除しきれなかったが、税源移譲によ
　　り控除しきれない額が大きくなった方

対 象 者

平成２０年度分から平成２８年度分まで対象年度

税源移譲による所得税の住宅ローン控除額の減少分控 除 額

平成２０年３月１７日まで
＊平成２０年１月１日現在住んでいる市町村に「住宅借入金等特別税額控除申告書」を提出してください。
＊平成２０年分以降、住民税の住宅ローン控除の適用を受けるためには、毎年申告が必要です。

申告期限

　■平成１９年に所得が減って所得税がかからなくなった方■ 平成１９年に所得が減って所得税がかからなくなった方

　税源移譲により、平成１９年度住民税(平成１８年中の所得で計算)で税負担が上がった分は、平成１９年所得税(平成１９
年中の所得で計算)で税負担を下げ、負担が変わらないように調整が図られています。
　しかし、平成１９年中の所得が大きく下がり、所得税がかからなくなった場合は、所得税での税負担の調整ができ
なくなります。このため、平成１９年度住民税額から、税源移譲により増額となった住民税相当額を還付します。

平成２０年７月１日から７月３１日まで
＊平成１９年１月１日現在住んでいる市町村に「減額申告書」を提出してください。

申告期間

�

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
前

の
所
得
税
額　

万
円

３５

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
額

　

万
円

３０
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
額

　

万
円

２７

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
前

の
所
得
税
額　

万
円

２７

＊税源移譲とは、納税者(国民)が国へ納める国税(所得税)
　を減らし、都道府県や市町村へ納める地方税(住民税)
　を増やすことで、国から地方へ税源を移すことをいい
　ます。

　　　住宅ローン控除額３０万円の場合(右図)

　税源移譲前
　　所得税額３５万円 － 住宅ローン控除額３０万円 ＝ 所得税納
　　付額５万円

　税源移譲後
　　所得税額２７万円 － 住宅ローン控除額３０万円 ＝ △３万円
　　＊　申告すれば、この住宅ローン控除額の控除しきれな
　　　かった３万円は翌年の住民税から控除されます。

例 所得税納付額
５万円

税源移譲による所得税減税額

翌年の住
民税から
控除
３万円税源移譲

の実施

��

申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告申告ががががががががががががががががががががが必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要でででででででででででででででででででですすすすすすすすすすすすすすすすすすすす！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！
必要です！
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　◆地震保険料控除が創設されました◆ 地震保険料控除が創設されました

　◆◆ 昭和１５年１月２日以前に生まれた方昭和１５年１月２日以前に生まれた方
住民税の老年者非課税措置廃止の経過措置がなくなります　　 住民税の老年者非課税措置廃止の経過措置がなくなります

　◆国税電子申告・納税システム◆ 国税電子申告・納税システム「「e－Tax e－Tax」      」で申告できます         で申告できます
イータックスイータックス

　「e－Tax(国税電子申告・納税システム)」とは、自宅などからインターネットを利用して申告、申請・届出等がで
きる便利なシステムです。
　　　　　　　� 電子証明書を添付して「e－Tax」で申告すると最高で５,０００円の税額控除が受けられます。
　　　　　　　� 明細書を入力・作成することにより第三者作成書類の添付が省略できます。
　　　　　　　� 還付されるまでの期間が短縮できます。

問合せ　町民生活課税務班　��６９８９

主な
メリット

　地震災害に対する一人ひとりの備えにより、将来的な負担の軽減を図り、資産の保全を促進するため、地震保険
料控除が創設されました。
　これに伴い、これまでの損害保険料控除が変わり、平成２０年度から短期損害保険料控除が控除対象からはずれま
す。

控除限度額控除内容
損害保険料控除

平成１９年度まで
１０,０００円長期損害保険（保険期間１０年以上で満期返戻金のあるもの）
２,０００円短期損害保険
１０,０００円長期損害保険と短期損害保険がある場合

控除限度額控除内容

地震保険料控除

平成２０年度から

２５,０００円地震保険料契約に関する保険料の２分の１

１０,０００円
経過措置
　�平成１８年１２月３１日までに契約した長期損害保険料に
　　ついては、従前の損害保険料控除が適用されます。

２５,０００円地震保険料と長期損害保険がある場合
　�地震保険料控除額と長期損害保険料控除額の合計

　平成１７年１月１日時点で６５歳以上であった方(昭和１５年１月２日以前に生まれた方)で、前年の合計所得金額が
１２５万円以下の方については、平成１７年度まで住民税は非課税でしたが、平成１８年度からはこの措置が廃止され、
急激な税負担を緩和するための経過措置がとられていました。
　しかし、平成２０年度からはこの経過措置がなくなり、全額課税になります。　

合計所得金額１２５万円
以下の方

非課税

平成１７年度

老年者非課税措置廃止
経過措置の第１段階で
税額の３分の２を減額
３分の１を課税

平成１８年度

� � �

【現行】

【改正後】

�

経過措置の第２段階で
税額の３分の１を減額

３分の２を課税

平成１９年度

経過措置の廃止

全額負担

平成２０年度～

　電子申告を安全に行うた
めに、本人確認や改ざん等
を防止する目的で行われる
ものです。
　公的個人認証サービスに
基づく電子証明書について
は、町民生活課総合窓口班
(��６９８５)で発行を受ける
ことができます。

電子証明書とは？電子証明書とは？

　平成１９年分又は平成２０年分のいずれか
１回、所得税の確定申告書の提出を本人
の電子署名及び電子証明書を添付して、
期間内に「e－Tax」を利用して行う場合、
所得税額から５,０００円の控除を受けること
ができます。
期間　
　平成１９年分　平成２０年１月４日～３月１７日
　平成２０年分　平成２１年１月５日～３月１６日

５,０００円の税額控除５,０００円の税額控除とは？とは？

　第三者作成書類(医療費の領収書や給与
所得の源泉徴収票等の一定の書類)は、「e
－Tax」を利用して書類の記載内容を入力
し送信することにより、その書類の提出
又は提示を省略することができます。
　なお、書類の内容確認のため、確定申
告期限から３年間は提出又は提示を求め
られることがありますので、保管が必要
です。

第三者作成書類の添付省略とは？第三者作成書類の添付省略とは？
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今までの健診・保健指導との比較

新
し
い

新
し
い
健
診
と
保
健
指
導
が
始
ま
り
ま
す

健
診
と
保
健
指
導
が
始
ま
り
ま
す

問
合
せ

　

町
民
生
活
課

　

総
合
窓
口
班

　�
�
６
９
８
５

平成１９年度まで
基本健診・保健指導

平成２０年度から
特定健診・特定保健指導

老人保健法により４０歳以上４０歳から７４歳までのすべての方対 象 者

上富良野町
医療保険者
(国民健康保険・政府管掌保険・共済組
合など)

実施主体

健診　　�病気の早期発見や治療が目
　　　　　的
保健指導�病気ごとに実施

健診　　�メタボリックシンドローム
　　　　　及び予備軍の抽出が目的
保健指導�リスク別に必要に応じて実
　　　　　施

目　　的

　

生
活
習
慣
病
は
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に

よ
り
、
発
症
や
重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
が
可
能

で
す
。

　

今
回
の
医
療
制
度
改
革
に
お
い
て
、
平
成

　

年
４
月
か
ら
、
医
療
保
険
者（
国
民
健
康
保

２０険
・
政
府
管
掌
保
険
・
共
済
組
合
な
ど
）が　
４０

歳
か
ら　

歳
の
被
保
険
者（
被
扶
養
者
を
含

７４

む
）を
対
象
に
、糖
尿
病
な
ど
生
活
習
慣
病
の

予
防
を
図
る
た
め
、
健
診
と
保
健
指
導
を
行

う
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）に
着
目
し
た

「
特
定
健
康
診
査
」（
以
下「
特
定
健
診
」）と

特
定
保
健
指
導
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

不
健
康
な
生
活
習
慣
の
積
み
重
ね
が
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
引
き
起
こ
し
、

こ
れ
が
原
因
と
な
っ
て
、
糖
尿
病
や
脳
疾
患
・

心
疾
患
な
ど
の
生
活
習
慣
病
が
発
症
し
や
す

く
な
り
ま
す
。

　

特
定
健
診
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
の
方
や
そ
う
な
る
危
険
性
の
あ
る
方

に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
た
保
健
指
導（
生

活
習
慣
改
善
の
た
め
の
継
続
的
な
支
援
）を

行
う
こ
と
で
、
生
活
習
慣
病
の
発
症
や
重
症

化
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
は
完
治
す
る
の
が
難
し
く
、

発
症
す
る
と
そ
の
治
療
の
た
め
に
多
く
の
医

療
費
が
か
か
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
結
果
と
し
て
「
保
険
税（
料
）」

の
引
き
上
げ
に
も
つ
な
が
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

上
富
良
野
町
の
医
療
費
は
、
約　

億
円

２０

（
平
成　

年
度
国
民
健
康
保
険
医
療
費
分
）

１８

で
、
一
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と　

万
１
千

４３

円
に
な
り
、
こ
れ
は
北
海
道
の
平
均　

万
９

４８

千
円
よ
り
低
い
で
す
が
、
国
の
平
均　

万
６

３８

千
円
よ
り
高
い
状
況
で
す
。

　

町
の
医
療
費
の
う
ち
、
生
活
習
慣
病
に
係

る
費
用
割
合
は
、　

％
と
国
の
２
倍
以
上
で

７４

非
常
に
高
く
、
生
活
習
慣
病
の
取
組
み
を
積

極
的
に
進
め
る
こ
と
は
、
町
の
医
療
費
の
安

定
化
を
図
る
た
め
に
も
必
要
で
す
。

　

生
活
習
慣
病
の
医
療
費
は
、
糖
尿
病
が
人

工
透
析
治
療
に
移
行
し
た
場
合
な
ど
重
症
化

す
る
ほ
ど
に
増
大
し
ま
す
。
病
気
を
発
症
さ

せ
な
い
、
発
症
し
て
も
重
症
化
さ
せ
な
い
こ

と
が
重
要
で
、
早
い
段
階
か
ら
の
予
防
や
生

活
習
慣
の
改
善
が
有
効
な
手
段
と
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
医
療
費
だ
け
で
な
く
、
皆
さ
ん
の

経
済
的
負
担
を
減
ら
す
こ
と
に
も
な
り
ま

す
。

　

町
民
一
人
ひ
と
り
が
特
定
健
診
を
受
け
る

こ
と
に
よ
り
自
分
の
体
の
状
態
を
知
り
、
生

活
習
慣
病
の
予
防
に
向
け
て
、
生
活
習
慣
の

改
善
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
か
が

大
切
で
す
。

４４４４４４４４４４４４４４４０００００００００００００００歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳～～～～～～～～～～～～～～～７７７７７７７７７７７７７７４４４４４４４４４４４４４４７４歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳
　�国民健康保険加入の方
　　　上富良野町国民健康保険が実施します。
　�国民健康保険以外に加入の方
　　　それぞれが加入する健康保険組合等が実施します。
　　　（加入する健康保険組合等からの案内により受診する
　　　ことになります。）　
 ７７７７７７７７７７７７７７５５５５５５５５５５５５５５７５歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳以以以以以以以以以以以以以以上上上上上上上上上上上上上上歳以上
　　　平成２０年４月から始まる後期高齢者医療制度に基づい
　　て実施します。
２２２２２２２２２２２２２２００００００００００００００２０歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳～～～～～～～～～～～～～～歳～３３３３３３３３３３３３３３９９９９９９９９９９９９９９３９歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳
　　　職場等で健診のない場合など、集団検診は今までどお
　　り町が継続して実施します。

※
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
は
、
内
臓

　

肥
満
に
加
え
、
高
血
圧
・
脂
質
異
常
・
高
血
糖

　

と
い
う
危
険
分
子
を
２
つ
以
上
持
っ
て
い
る

　

状
態
を
い
い
ま
す
。

新しい健診は医療保険者が実施

�
 
新
し
い
健
診
の
目
的 �

�
 
ま
ち
の
現
状 �

健
診
は

健
診
は

年
に
１
回

年
に
１
回

必
ず
受
け
ま
し
ょ
う

必
ず
受
け
ま
し
ょ
う

導指健保定特・診健定特

平
成
２０
年
４
月
か
ら
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円
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

１００
　

そ
の
ほ
か
、
災
害
な
ど
で
重
大
な
損
害

を
受
け
た
と
き
な
ど
、
広
域
連
合
に
申
請

す
る
こ
と
で
、
保
険
料
が
減
免
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
は
、
原
則
、
介
護
保
険
料
と
同
様

に
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
年
金
の
額
が
年
額　

万
円
未

１８

満
の
方
や
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
と
介

護
保
険
料
の
合
計
額
が
年
金
受
給
額
の
２

分
の
１
を
超
え
る
方
は
、
町
の
条
例
で
定

め
る
納
期
ご
と
に
納
付
書
な
ど
の
方
法
で

納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

老
人
保
健
制
度
の
適
用
を
受
け
て
い
る

方
は
、
平
成　

年
４
月
か
ら
後
期
高
齢
者

２０

医
療
制
度
に
移
り
ま
す
。
た
だ
し
、
一
定

の
障
が
い
が
あ
る
こ
と
で
老
人
保
健
受
給

者
と
な
っ
て
い
る　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の

６５

７４

平
成
平
成　

・・　

年
度
の
保
険
料
率
が
決
定

年
度
の
保
険
料
率
が
決
定

２０２０

２１２１

　　

医
療
給
付
費
に
必
要
な
財
源
は
、
医
療

機
関
の
窓
口
で
支
払
う
一
部
負
担
金
を
除

く
と
、
被
保
険
者
の
保
険
料
１
割
、
公
費

（
国
・
道
・
町
）５
割
、
現
役
世
代
か
ら
の
支

援
４
割
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

　

保
険
料
は
、
被
保
険
者
ご
と
に
算
定
さ

れ
、
被
保
険
者
全
員
が
等
し
く
負
担
す
る

「
均
等
割
額
」と
所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る

「
所
得
割
額
」
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

主
な
ポ
イ
ン
ト

�
　

被
保
険
者
一
人
ひ
と
り
が
負
担
能
力

　

に
応
じ
て
、
公
平
に
保
険
料
を
支
払
い

　

ま
す
。

�
　

被
保
険
者
証
が
一
人
に
１
枚
ず
つ
交

　

付
さ
れ
ま
す
。

�
　

医
療
機
関
の
窓
口
で
の
自
己
負
担
は
、

　

現
行
の
老
人
保
健
制
度
と
同
じ
１
割（
現

　

役
並
み
所
得
者
は
３
割
）
で
す
。

�
　

医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス

　

を
両
方
利
用
し
て
自
己
負
担
が
著
し
く

　

重
く
な
る
方
の
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

　

保
険
料
は
、
均
等
割
額
と
所
得
割
率
か

ら
な
る
保
険
料
率
で
計
算
さ
れ
、
基
本
的

に
は
、
道
内
で
均
一
で
す
。（
表
１
）

　

平
成　

・　

年
度
の
保
険
料
率
は
、
年
間

２０

２１

の
均
等
割
額
が
４
万
３
千　

円
、
所
得
割

１４３

率
が
９
・　

％
で
、
被
保
険
者
の
そ
れ
ぞ
れ

６３

の
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
平
成　

年
４
月

２０

以
降
に
送
付
す
る
保
険
料
決
定
通
知
書
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

�
所
得
が
低
い
世
帯
の
被
保
険
者

　

世
帯
全
員
の
総
所
得
金
額
等
に
よ
り
均

等
割
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。（
表
２
）

�
健
康
保
険
組
合
等
加
入
者
の
扶
養
に

な
っ
て
い
た
方

　

こ
れ
ま
で
保
険
料
の
負
担
が
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
激
変
緩
和
の
た
め
、
２
年
間
は

所
得
割
が
か
か
ら
ず
、
均
等
割
も
５
割
軽

減
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
平
成　

年
度
は
、
均

２０

等
割
の
徴
収
は　

月
か
ら
と
し
、
３
月
ま

１０

で
の
６
か
月
間
は
均
等
割
の
１
割
、
２
千

�
 
保
険
料
の
し
く
み �

�
 
保
険
料
率 �

�
 
保
険
料
の
軽
減
と
減
免 �

�
 
保
険
料
を
納
め
る
方
法 �

問
合
せ　

町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班

　
　
　
　�
�
６
９
８
５

平
成　

年
４
月
か
ら
、
現
行
の
老
人
保
健
制
度
に
か
わ
り
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

２０

今
回
、　

月　

日
に
開
催
さ
れ
た
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
で
、
保
険
料
率
が
決
ま
り

１１

２２

ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

�
 　

〜　

歳
の
老
人
保
健
受
給
者 �

６５

７４

均等割額均等割額((年年額額))
４３,１４３円４３,１４３円
所得割率所得割率
９.６３％９.６３％

方
は
、
本
人
の
希
望
に
よ
り
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
へ
移
ら
な
い
こ
と
も
で
き
ま
す
。

移
っ
た
場
合
と
移
ら
な
か
っ
た
場
合
で
ど

ち
ら
が
有
利
に
な
る
か
は
、
一
人
ひ
と
り

の
状
況
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
老
人
保
健
受
給
者
と
な
っ

て
い
る　

歳
か
ら　

歳
の
方
に
つ
い
て
は
、

６５

７４

今
月
中
に
文
書
で
ご
案
内
し
ま
す
。

�保険料額の求め方�
均等割額４３,１４３円＋所得割額（総所得金額等－基礎控除額３３万円）×所得割率９.６３％
＊１００円未満の端数は切り捨てます。
＊年間所得５,０７４,１０２円以上の方は、５０万円になります。

表１

�均等割額(４３,１４３円)の軽減�
・総所得金額等が３３万円以下の世帯　                                              ７割軽減で １２,９４２円
・３３万円＋(２４万５千円×世帯に属する被保険者数)以下の世帯   ５割軽減で ２１,５７１円
・３３万円＋(３５万×世帯に属する被保険者数)以下の世帯　　      ２割軽減で ３４,５１４円
＊世帯に属する被保険者数は、被保険者である世帯主を除く。
＊６５歳以上の公的年金等に係る所得は、その所得から特別控除として１５万円を差し引いた
　額を総所得金額等とします。
＊世帯主が被保険者でない場合でも、世帯主の所得は軽減の判定の際の対象となります。

表２

度制療医者齢高期後
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�
保
護
者
と
の
協
力
体
制

　

児
童
生
徒
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
指

導
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
日
常
的
に
保

護
者
と
情
報
を
交
換
し
な
が
ら
共
に
協
力
し

て
児
童
生
徒
に
対
応
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
保
護
者
と
の
協
力
体
制
づ
く
り
が
大
切

に
な
っ
て
い
ま
す
。

�
校
内
委
員
会
の
設
置

　

発
達
障
が
い
の
あ
る
児
童
生
徒
を
含
め
、

特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
に
対

し
て
、
全
校
的
な
支
援
体
制
を
整
備
す
る
た

め
に
各
学
校
の
規
模
や
実
情
に
応
じ
て
「
校

内
委
員
会
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

校
内
委
員
会
は
、
校
長
、
教
頭
、
特
別
支

援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
教
務
主
任
、

特
別
支
援
学
級
教
諭
、
養
護
教
諭
、
学
級
担

任
等
、
そ
れ
ぞ
れ
必
要
な
教
職
員
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

�
校
内
委
員
会
の
取
り
組
み

・
特
別
な
教
育
的
支
援
が
必
要
な
児
童
生
徒

に
早
期
に
気
付
く
。

・
実
態
把
握
を
行
い
、
学
級
担
任
の
指
導
へ

の
支
援
方
策
を
具
体
化
す
る
。

・
保
護
者
や
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
個
別

の
教
育
支
援
計
画
を
作
成
す
る
。

・
校
内
関
係
者
と
連
携
し
て
、
個
別
の
指
導

計
画
を
作
成
す
る
。

・
児
童
生
徒
へ
の
指
導
と
保
護
者
と
の
連
携

に
つ
い
て
、
教
職
員
の
共
通
理
解
を
図
る
。

・
校
内
研
修
を
推
進
す
る
。

・
保
護
者
相
談
の
窓
口
に
な
り
、
特
別
支
援

教
育
の
理
解
啓
発
や
推
進
の
中
心
と
な
る
。

　

『
特
別
支
援
教
育
』
が
学
校
教
育
法
に
位

置
づ
け
ら
れ
、
各
学
校
で
は
障
が
い
の
あ
る

幼
児
児
童
生
徒
の
支
援
を
さ
ら
に
充
実
し
て

い
く
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
支
援
体
制
を
充
実
す
る
に
は
、
保

護
者
や
地
域
の
理
解
を
得
る
取
り
組
み
も
大

切
で
す
の
で
、
適
切
な
情
報
提
供
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

上
富
良
野
町
の

上
富
良
野
町
の

特
別
支
援
教
育
の
充
実
を
め
ざ
し
て

特
別
支
援
教
育
の
充
実
を
め
ざ
し
て

特
殊
教
育
か
ら
特
別
支
援
教
育
へ
転
換

一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
指
導
と
支
援

今
年
４
月
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

こ
れ
か
ら
取
り
進
め
る
こ
と

�
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

各
学
校
に
お
け
る
特
別
支
援
教
育
の
推
進

の
た
め
、
校
長
が
教
員
の
中
か
ら
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
指
名
し
、
特
別
支
援
教
育
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
主
に
校
内
委
員
会
、
校

内
研
修
の
企
画
・
運
営
、
地
域
の
関
係
機
関

や
学
校
と
の
連
絡
調
整
、
保
護
者
か
ら
の
相

談
窓
口
な
ど
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
４
月
か
ら
『
特
別
支
援
教
育
』
が
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
『
特
別
支
援
教
育
』
と
は
、
障
が
い
の
あ
る

幼
児
児
童
生
徒
の
自
立
や
社
会
参
加
に
向
け

た
主
体
的
な
取
り
組
み
を
支
援
す
る
と
い
う

視
点
に
立
ち
、
幼
児
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り

の
教
育
的
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
そ
の
持
て
る

力
を
高
め
、
生
活
や
学
習
上
の
困
難
を
改

善
・
克
服
す
る
た
め
、
適
切
な
指
導
及
び
必

要
な
支
援
を
行
う
も
の
で
す
。

特
別
支
援
教
育
の
体
制
整
備

　

特
別
支
援
教
育
を
実
施
す
る
た
め
、
町
内

の
各
小
・
中
学
校
で
は
、
支
援
体
制
の
整
備

及
び
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

家庭における
子どもの様子
　　　　など

学校における
児童生徒の様
子　　　など

個 別 相 談
資 料 提 供
指導・助言 など

担任・学校保 護 者

専門家・関係機関

悩み　など

児童生徒

保護者との協力

情報提供情報提供
相 談相　談
支 援支　援

情報交換・連携で信頼関係

�
�

�
�

�
�

�
�

小
・
中
学
校
の
教
育
支
援
体
制

情報提供情報提供
相 談相　談
支 援支　援



��

特
別
支
援
教
育
の
推
進
体
制
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上
富
良
野
町
で
は
、
各
小
・
中
学
校
の
特

別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
保
健
福

祉
課
、
幼
稚
園
・
保
育
所
、
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
の
職
員
等
に
よ
り
「
上
富
良
野
町
特
別

支
援
教
育
連
絡
協
議
会
」
を
組
織
し
て
、
情

報
の
共
有
化
や
一
貫
し
た
支
援
が
効
果
的
に

行
わ
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

北
海
道
教
育
委
員
会（
上
川
教
育
局
）で
は

道
立
特
別
支
援
学
校
の
教
員
を
小
・
中
学
校

に
派
遣
し
、『
特
別
支
援
教
育
』
の
支
援
を
必

要
と
す
る
児
童
生
徒
に
「
特
別
支
援
教
育

パ
ー
ト
ナ
ー
・
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
派
遣
モ
デ
ル

事
業
」
で
指
導
、
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

員
や
幼
稚
園
、
保
育
所
な
ど
、
各
関
係
機
関

の
職
員
を
対
象
に
研
修
会
を
開
催
し
、『
特

別
支
援
教
育
』
へ
の
理
解
促
進
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　

研
修
会
で
は
、「
幼
稚
園
・
保
育
所
か
ら
小

学
校
へ
の
連
携
」「
小
学
校
か
ら
中
学
校
へ
の

連
携
」
の
テ
ー
マ
に
よ
る
2
部
会
構
成
に
よ

り
実
施
し
、
北
海
道
鷹
栖
養
護
学
校
の
橋
詰

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
美
瑛
中
学
校
の
一
関

教
諭
に
よ
る
情
報
の
共
有
に
よ
る
一
貫
し
た

支
援
の
必
要
性
の
説
明
を
受
け
、
各
関
係
機

関
と
の
引
継
ぎ
、
連
携
等
の
重
要
性
を
認
識

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

�
北
海
道
教
育
委
員
会（
上
川
教
育
局
）と
の

連
携

　

今
年
4
月
か
ら
『
特
別
支
援
教
育
』
が
ス

タ
ー
ト
し
、
町
内
の
各
小
・
中
学
校
、
教
育

委
員
会
、
各
関
係
機
関
で
は
、
障
が
い
の
あ

る
幼
児
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
支
援
体
制

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
今
後
、
就
学
前

か
ら
就
学
後
ま
で
責
任
を
も
っ
て
、
障
が
い

の
あ
る
幼
児
児
童
生
徒
、
保
護
者
と
の
相
談

支
援
を
行
う
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

　

児
童
生
徒
が
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
適

切
な
指
導
と
必
要
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
、
障
が
い
の
判
断
や
助
言
、
保
護
者
等

問
合
せ　

教
育
振
興
課
学
校
教
育
班

　
　
　
　
�
�
６
６
９
９

�
上
富
良
野
町
特
別
支
援
教
育
連
絡
協
議
会

の
役
割

　

上
富
良
野
町
特
別
支
援
教
育
連
絡
協
議
会

で
は
「
就
学
部
会
」
と
「
研
修
部
会
」
に
分

か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
学
校
や
保
護
者
等
か
ら
の
教
育

相
談
に
応
え
る
場
と
し
て
「
教
育
相
談
部

会
」
を
設
置
し
、
児
童
生
徒
へ
の
望
ま
し
い

教
育
的
対
応
に
つ
い
て
、
指
導
・
助
言
を
し

て
い
ま
す
。

�
就
学
部
会
の
取
り
組
み

・
幼
稚
園
・
保
育
所
、
小
学
校
、
中
学
校
の

　

一
貫
し
た
支
援
継
続
の
た
め
の
体
制
づ
く

　

り
・
就
学
時
健
診
の
実
施
方
法
見
直
し
ほ
か

　

例
年
、
新
年
度
に
小
学
校
に
就
学
す
る
児

童
を
対
象
に
、
心
身
の
状
況
を
確
認
し
適
切

な
就
学
支
援
を
図
る
た
め
「
就
学
時
健
診
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
就
学
時
健
診
」
で
は
従
前
の
実
施

方
法
の
見
直
し
を
行
い
、
幼
稚
園
、
保
育
所

と
の
連
携
を
図
っ
た
中
で
、
保
護
者
に
対
し

入
学
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
特
別
支
援
教

育
の
取
り
組
み
状
況
を
説
明
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

特
別
支
援
教
育
の
充
実
の
た
め

へ
の
相
談
支
援
、
学
校
や
各
関
係
機
関
と
の

連
携
、
さ
ら
に
支
援
体
制
の
充
実
を
図
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
保
護
者
や
各
関
係
機
関
を
は
じ

め
、
地
域
全
体
で
『
特
別
支
援
教
育
』
が
深

く
理
解
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

実
際
に
町
内
の
小
・
中
学
校
で
も
必
要
に

応
じ
て
、
北
海
道
鷹
栖
養
護
学
校
や
旭
川
盲

学
校
、
旭
川
聾
学
校
か
ら
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
派
遣
に
よ
る
指
導
、
支
援
を
受
け
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
町
村
や
学
校
が
実
施
す
る
研
修

会
に
講
師
を
派
遣
し
、
指
導
助
言
を
行
う

「
特
別
支
援
教
育
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
出
前
講

座
」
も
実
施
し
て
お
り
、
教
職
員
の
研
修
等

で
講
座
を
開
催
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

�
研
修
部
会
の
取
り
組
み

・
個
別
の
教
育
支
援
計
画
、
指
導
計
画
等
の

　

検
討

・
研
修
会
、
講
演
会
の
開
催
ほ
か

　

８
月　

日
に
は
町
内
の
小
・
中
学
校
教
職

３０

教育委員会 小・中学校

○小・中学校への支援
○特別支援教育に関する相談
　・助言・判断
○各関係機関との連携促進
　（特別支援教育連絡協議会）

　　障がいのある児童生徒への指導及び支援

校内委員会の設置　　コーディネーターの指名

実態把握
の実施

 ・個別の指導計画の作成
 ・個別の教育支援計画

一人ひとりに応じた
指導及び支援の工夫��

特
別
支
援
教
育
の
推
進
体
制

・町民の理解促進
・専門性のある人材確保
・小・中学校の特別コーディ
　ネーターの連絡調整、支援
・就学指導委員会の機能強化

・教職員の理解促進
・コーディネーターの指名
・校内委員会の設置
・学校経営計画への位置付け
・通常学級と特別支援学級、通級指導教室の連携
・障がいのある児童生徒への指導及び支援の実施

上
富
良
野
町
の
支
援
体
制



広報かみふらの ２００７.１２  �

　

あ
る
病
院
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
従

来
の
口
か
ら
挿
入
す
る
内
視
鏡
検
査
の
苦
痛

を
「　

」
と
す
る
と
、
今
回
導
入
し
た
鼻
か

１０

ら
挿
入
す
る
内
視
鏡
検
査（
経
鼻
内
視
鏡
）の

苦
痛
は
、
平
均
「
３
」
と
の
デ
ー
タ
も
出
て

い
ま
す
。

�
町
立
病
院
に
は
最
新
の
医
療
機
器
が
設
備

さ
れ
て
い
る
と
聞
く
が
、
知
ら
な
い
人
も
多

く
い
る
の
で
、
町
民
に
も
っ
と
お
知
ら
せ
し

て
ほ
し
い
。

　

広
報
8
月　

日
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し

１０

た
が
、
町
立
病
院
に
は
Ｃ
Ｔ
検
査
や
動
脈
硬

化
の
検
査（
頚
部
エ
コ
ー
や
脈
波
伝
播
速
度
）

が
で
き
る
機
器
が
設
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

月
に
は
、
内
視
鏡
検
査（
胃
カ
メ
ラ
）で

１１
の
苦
痛
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
経
鼻
内
視
鏡

を
導
入（
防
衛
補
助
事
業
）し
ま
し
た
。

　

口
か
ら
挿
入
す
る
従
来
の
内
視
鏡
検
査

（
胃
カ
メ
ラ
）で
は
、
舌
の
付
け
根
や
喉
の
奥

に
カ
メ
ラ
が
あ
た
っ
て
し
ま
い
「
う
ぇ
」
と

嘔
吐
反
射
で
苦
し
む
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
導
入
し
た
経
鼻
内
視
鏡
は
、
鼻
か
ら

挿
入
す
る
の
で
、
嘔
吐
反
射
が
少
な
く
、
医

師
と
会
話
し
な
が
ら
、
比
較
的
、
楽
に
検
査

を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

経
鼻
内
視
鏡
に
よ
る
内
視
鏡
検
査
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
事
前
に
町
立
病
院
ま
で
、
ご
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
旭
川
医
大
に
行
か
な
く

て
も
、
専
門
の
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
診
療
体
制
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

1
週
間
の
診
療
体
制
は
次
の
と
お
り
で
、

派
遣
医
師
を
紹
介
し
ま
す
。

　

経
鼻
内
視
鏡
の
太
さ
は　
�
で
、
う
ど
ん

5.2

程
度
の
太
さ
で
す
。

　

カ
メ
ラ
が
と
て
も
細
い
た
め
、
胸
に
つ
か

え
た
感
じ
や
お
腹
の
痛
み
な
ど
も
少
な
く
検

査
で
き
ま
す
。

�
旭
川
医
大
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
る
医
師
を

も
っ
と
詳
し
く
教
え
て
ほ
し
い
。

　

町
立
病
院
の
内
科
外
来
の
診
療
体
制
は
、

内
科
の
常
勤
医
が
２
名
（
白
田
院
長
・
藤
谷

医
師
）
で
、
旭
川
医
大
の
第
三
内
科
か
ら
の

�
専
門
医
療　�
趣
味

�
ひ
と
言
（
患
者
さ
ん
へ
・
最
近
思
う
こ
と
な
ど
）

問
合
せ　

町
立
病
院�
�
３
１
７
１

ご
意
見
・
ご
質
問
に
お
答
し
ま
す

ま
ち
づ
く
り
ト
ー
ク
や
町
民
ポ
ス
ト
な
ど
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら

ご
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
広
報
誌
で
い
く
つ
か
お
知
ら
せ
を
し
ま
す
。

町
立
病
院　

　Ｑ＆Ａ
Ｑ＆Ａ

町
立
病
院
へ
の
ご
意
見
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た

金曜日木曜日水曜日火曜日月曜日

白田院長

鳥本旭川医
大病院教授

白田院長白田院長藤谷医師白田院長
午 
前

藤谷医師杉山医師細木医師三好医師金野医師

午 
後 
の 
診 
察
（
内 
科
）

�
消
化
管　
　�
テ
ニ
ス

�
主
に
食
道
、
胃
、
大
腸
な
ど
の
消
化
管
を
専
門
に

　

し
て
い
ま
す
。
岩
手
出
身
で
す
が
、
北
海
道
に
来

　

て　

年
が
経
ち
、
第
２
の
故
郷
に
な
り
ま
し
た
。

１０

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�
肝
臓　
　�
ま
ん
が
・
将
棋

�
上
富
良
野
町
立
病
院
に
出
張
す
る
よ
う
に
な
り
、

　

５
年
間
が
経
過
し
ま
し
た
。
今
で
は
、
も
う
本
来

　

の
職
場
の
旭
川
医
大
よ
り
も
、
こ
こ
が
落
ち
着
け

　

る
職
場
に
な
り
ま
し
た
。

�
血
液　
　�
旅
行

�
中
富
良
野
町
出
身
で
す
。
自
治
医
大
を
卒
業
し
、
現
在

　

旭
川
医
大
の
血
液
・
腫
瘍
内
科
で
貧
血
や
白
血
病
、
リ

　

ン
パ
腫
な
ど
の
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
自
分
や
身

　

内
の
健
康
管
理
で
、
不
安
や
わ
か
ら
な
い
点
が
あ
り
ま

　

し
た
ら
、
お
気
軽
に
病
院
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

派
遣
医
（
平
均
年
齢　

歳
）
の
協
力
を
得
て

３２

行
っ
て
い
ま
す
。

※
金
曜
日
午
前
担
当
の
鳥
本
旭
川
医
大
病
院
教
授
に

　

つ
い
て
は
、
改
め
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

�
消
化
管　
　�
旅
行
・
買
い
物

�
今
年
か
ら
、
町
立
病
院
に
出
張
に
な
り
ま
し
た
。　

　

今
で
は
と
て
も
働
き
や
す
い
環
境
に
い
る
と
思
っ

　

て
い
ま
す
。
今
後
も
最
適
な
医
療
を
提
供
し
て
い

　

き
た
い
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

この部分にカメラが
触れると「うぇ」と
嘔吐します

この部分にカメラが
触れないので、比較
的楽に受けられます

口からの内視鏡検査 鼻からの内視鏡検査

今
回
導
入
し
た
経
鼻
内
視
鏡
検
査

こ
れ
ま
で
の
内
視
鏡
検
査



　

上
富
良
野
駐
屯
地
の
曹
友
会
主
催
に
よ
る

ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ツ
へ
の
慰
問
活
動
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

上
富
良
野
駐
屯
地
音
楽
隊
に
よ
る
音
楽
演

奏
会
は
毎
年
行
わ
れ
て
お
り
、
約
1
年
ぶ
り

の
訪
問
。『
さ
と
う
き
び
畑
』『
兄
弟
船
』『
北

の
漁
場
』『
昭
和
枯
れ
す
す
き
』
な
ど
、
懐
か

し
の
ヒ
ッ
ト
曲
や
演
歌
曲
と
い
っ
た
聞
き
馴

染
み
の
あ
る
曲
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
入
所

者
は
曲
に
合
わ
せ
て
手
拍
子
を
し
た
り
、
生

の
音
楽
演
奏
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
音
楽

で
気
持
ち
も
元
気
に
表
情
も
に
こ
や
か
に
。

　

上
富
良
野
町
水
田
農
業
推
進
協
議
会
に
よ

る
「
第
５
回
地
産
地
消
拡
大
試
食
会
」
が
、

ふ
ら
の
農
業
協
同
組
合
上
富
良
野
支
所
で
開

催
さ
れ
、
約　

名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

２５０

　

試
食
会
で
は
、『
紫
苑
米
』や『
か
み
ふ
ら

の
ポ
ー
ク
』
な
ど
の
地
元
食
材
を
使
っ
た　
１１

品
目
が
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
商
品
開
発
グ

ル
ー
プ
等
の
協
力
に
よ
り
用
意
さ
れ
、
そ
の

味
を
堪
能
。「
食
」へ
の
安
全
性
が
重
要
視
さ

れ
る
中
、
地
元
農
畜
産
物
の
味
と
品
質
の
良

さ
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
生
産
者
の
顔
が
見
え

る
地
元
産
は
「
安
全
・
安
心
」
で
す
ね
。

　

上
富
良
野
高
校
で
は
、
今
年
も　

月
下
旬

１０

か
ら
学
校
開
放
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
学
校
開
放
講
座
は
、『
書
道
教
室
』

『
お
花
と
茶
道
教
室
』『
フ
ッ
ト
サ
ル
教
室
』

の
3
講
座
。
そ
れ
ぞ
れ
の
講
座
に
地
域
住
民

が
集
い
、
楽
し
く
生
涯
学
習
を
実
践
し
ま
し

た
。
初
心
者
で
も
楽
し
め
る
『
フ
ッ
ト
サ
ル

教
室
』に
は
小
学
生
の
参
加
も
あ
り
、
大
人
と

一
緒
に
パ
ス
練
習
や
シ
ュ
ー
ト
練
習
を
し
た

後
、
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
で
楽
し
く
汗
を
流
し
て
い

ま
し
た
。
上
富
良
野
高
校
に
多
く
の
町
民
が

足
を
運
び
、
地
域
学
習
の
場
、
交
流
の
場
に
。

　

上
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
部
・
こ
と
ば
を
育
て
る

親
の
会
に
よ
る
『
子
ど
も
の
気
持
ち
を
考
え

た
話
の
聞
き
方
』講
演
会
が
、
一
般
参
加
も
含

め
て
上
小
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
の
仲 
真
紀
子
氏
は
北
海
道
大
学
大
学

院
教
授
で
、
認
知
心
理
学
や
発
達
心
理
学
が

専
門
。
子
育
て
や
日
頃
の
子
ど
も
と
の
関
わ

り
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的
に
「
子
ど
も
か

ら
ど
う
話
を
聞
け
ば
よ
い
の
か
」「
子
ど
も
の

本
当
の
気
持
ち
を
正
確
に
聞
き
取
る
ポ
イ
ン

ト
」
な
ど
話
さ
れ
ま
し
た
。
話
を
よ
く
聞
く

前
に
大
人
が
結
論
を
決
め
て
い
ま
せ
ん
か
？

本
当
の
？

子
ど
も
の
気
持
ち
は
…

１１／１２

食
の
安
心
安
全
を
Ｐ
Ｒ

地
産
地
消
の
拡
大
を

１１／１８

地
域
に
根
ざ
し
て

上
高
で
学
校
開
放
講
座

１１／１９

１１／１５

懐
か
し
の
曲
を

慰
問
に
よ
る
音
楽
演
奏

� 広報かみふらの ２００７.１２
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かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
どっと

保健福祉総合センターかみん
（大町２丁目８番４号）
保健福祉課　��６９８７　��５７８８
地域包括支援センター　��６５３３
社会福祉協議会　��３５０５　��５499

検診料対　　象日　　程種　　類

  頸部
６９歳以下   １,700円

７０歳以上      ８５０円

子宮がん
２０歳以上の女性２月４日（月）

旭川がん検診センター
７：１０ 出発
（バスで送迎）

子宮がん・乳がん
同時検診

６９歳以下   ２,０00円
７０歳以上   1,００0円

乳がん
４０歳以上の女性

６９歳以下  1,500円
７０歳以上     ７５0円

３０歳以上の方

２月２１日（木）
　６：３０～７：００
　７：３０～８：００
　８：３０～９：００

胃がん検診

６９歳以下  1,000円
７０歳以上     500円

４０歳以上の方
２月２１日（木）
　６：３０～９：００

大腸がん検診

※　子宮がん・乳がん検診は、２年に１度の受診がめやすです。　
※　７０歳以上は、昭和１３年４月１日以前生まれの方です。

問合せ・申込み
　保健福祉課　��６９８７　がん検診

による感染性胃腸炎・食中毒を予防しましょう

ノロウイルスって？

　ノロウイルスとは、海水や河川水
などに分布し、急性胃腸炎を引き起
こしたり、ウイルスに汚染された食
品を食べると食中毒を起こしたりし
ます。
　１年を通じて発症しますが、特に
冬から春にかけて注意が必要です。

どのような症状なの？

�潜伏期間（感染から発症までの時
　間）は、通常２４～４８時間です。
�主な症状は、吐き気、嘔吐、下痢、
　腹痛などで、１～２日続きます。
�感染していても発症しない場合や
　軽い風邪のような症状の場合もあ
　ります。

予防方法は？

�よく手を洗いましょう。
�消毒、加熱処理を行いましょう。
　
＊　詳しい消毒の方法は、保健福祉
　課(��６９８７)又は富良野保健所
　(��３１６１)へお問合せください。

かみん施設の年末年始
�� 浴室、プール、施設の休止期間 ��

　　　１２ 月 ３１ 日（月）から
　　　 １月   ５日（土）まで　

ノノ ロロ ウウ イイ ルル スス
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　� 不自然な打撲のあと
　� 着衣や髪の毛がいつも汚れている
　� 表情が乏しい
　� おどおどしている
　� 落ち着きがなく、乱暴になる
　� 親を避けようとする
　� 夜遅くまで一人で遊んでいる

　� 身体的虐待　　…………　児童にけがをさせたり、けがのおそれのある暴行を加えたりすること。
　� 性的虐待　　　…………　児童にわいせつな行為をすること。又は、わいせつな行為をさせること。
　� ネグレクト(育児放棄) …　食事を与えない、ひどく不潔にする、長時間の放置、同居人による虐待を放置した
　　　　　　　　　　　　　　 りすること。
　� 心理的虐待　　…………　ことばによる脅し、無視、兄弟間で差別扱い、子どもの前で家族への暴力をふるっ
　　　　　　　　　　　　　　 たりすること。

　法改正により、平成１７年４月から、児童虐待はまず町が対応
します。
　その後、状況により、児童相談所と協議をし、困難なケース
については児童相談所が対応します。
　児童虐待は、上川管内でも年々増加しており、なにも特別な
ことではありません。あなたの周りでも起こることなのです。
「おかしい」と感じたら、迷わず町に連絡してください。連絡
した方が特定されないように、秘密は守られます。

　専業主婦(主夫)は「子育てを一人でできて当たり前」と周りから思われています。
　しかし、子どもと長時間一緒にいることがストレスになり、実は専業主婦(主夫)が子育てで最もつらい思いをし

ているのです。
　共働きの方はもとより、専業主婦(主夫)の方も祖父母、特に最も身近な夫(妻)に遊
びやお風呂など、子育てを応援してもらいましょう。
　町には、「子どもセンター」という子育てを支援する施設があります。月曜から金
曜まで開館している全道的にもあまり例のない子育て支援の専用施設です。プレイ
ルームは自由に使うことができ、育児相談も行っています。登録制による遊びの提
供や育児サークルの支援も行っています。
　子育ては大変ですが、喜びも大きいものです。町では、少しでも楽しく子育てがで

　　　　　　　　　　　　    きるように応援していますので、ぜひ、子どもセンターをお気軽にご利用ください。

おや？ あの子どうしたのかしら…。

子どものこんなサインを見落としていませんか？

���　児童虐待のない町をめざして　���

児童虐待とは？

ご存知でしたか、児童虐待は、町がまず対応します。

子育てをひとりで抱え込まないでください

虐待についての問合せ　上富良野町要保護児童対策地域協議会　保健福祉課子育て支援班　��６９８７

あなたのちょっとした「目くばり」「気くばり」で子どもを虐待から救えます。

子育てのことは…
「子どもセンター」��６５０１

大町３丁目２番２２号

　この協議会は、虐待を受けている子どもを
早期に発見し適切に保護するなど、子どもを
守るために平成１７年３月に設置されました。
　守秘義務を持っており、学校などの関係機
関から資料や情報の提供を求めることができ、
関係機関と連携を図ることで、虐待が深刻化
する前に関係者間で対応が図られます。

上富良野町要保護児童対策地域協議会上富良野町要保護児童対策地域協議会

きこえるよ
耳をすませば
心のさけび

�������������
�　　　　　　　　　　　�
�　　　　　　　　　　　�
�　　　　　　　　　　　�
�　　　　　　　　　　　�
�　　　　　　　　　　　�
�　　　　　　　　　　　�
�　　　　　　　　　　　�
�　　　　　　　　　　　�
�　　　　　　　　　　　�
�　　　　　　　　　　　�
�������������

オレンジリボンには、子どもの虐
待を防止するというメッセージが
こめられています。
オレンジリボンをシンボルに、児
童虐待を防止する活動を進めます。

オレンジリボンマーク
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お お お お お お お お お お お お お お お お お お お お お
し し し し し し し し し し し し し し し し し し し し し
ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら
せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ

　

公
的
年
金
は
、
老
後
の
所
得
保
障

の
主
柱
と
し
て
、
高
齢
者
の
老
後
生

活
を
実
質
的
に
支
え
て
い
く
こ
と
を

そ
の
役
割
と
し
て
い
ま
す
。

第
１
号
被
保
険
者
…
自
営
業
、
農
業

　

漁
業
、
学
生
等
や
そ
の
配
偶
者

・
加
入
手
続
き　

町
民
生
活
課
総
合

　

窓
口
班
へ

・
保
険
料　

納
付
書
又
は
口
座
振
替

　

に
よ
り
納
付
く
だ
さ
い
。

第
２
号
被
保
険
者
…
厚
生
年
金
や
共

　

済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
方（
会

　

社
員
・
公
務
員
等
）　　
　
　
　

・
加
入
手
続
き　

加
入
し
て
い
る
勤

　

務
先
が
行
い
ま
す
。

・
保
険
料　

勤
務
先
で
納
め
る
保
険

　

料
か
ら
国
民
年
金
制
度
に
拠
出
金

　

と
し
て
支
払
わ
れ
ま
す
。

第
3
号
被
保
険
者
…
第
2
号
被
保
険

　

者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
の

　

方
・
加
入
手
続
き　

配
偶
者
の
勤
務
先

　

を
経
由
し
て
行
い
ま
す
。

・
保
険
料　

配
偶
者
の
加
入
す
る
年

　

金
制
度
か
ら
国
民
年
金
制
度
に
拠

　

出
金
と
し
て
支
払
わ
れ
る
た
め
、

　

納
付
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

任
意
加
入
…
年
金
受
給
資
格
期
間
が

　

足
り
な
い
方
や
、
年
金
額
を
満
額

　

に
近
づ
け
た
い
被
保
険
者
の
方
が

　

希
望
に
よ
り
加
入
で
き
ま
す
。

・
加
入
手
続
き　

町
民
生
活
課
総
合

　

窓
口
班
へ
（
加
入
条
件
が
あ
り
ま

　

す
の
で
、
詳
し
く
は
ご
連
絡
く
だ

　

さ
い
。）

　

平
成　

年
工
業
統
計
調
査
を　

月

１９

１２

　

日
現
在
で
行
い
ま
す
。

３１
　

調
査
の
実
施
に
あ
た
り　

月
か
ら

１２

来
年
１
月
に
か
け
て
調
査
員
が
伺
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
内
容
の
秘

　

密
は
、
厳
守
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ　

詳
し
く
は
、
総
務
課
総
務

　

班
ま
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金

公
的
年
金
は
頼
り
に
な
る
制
度

旭
川
社
会
保
険
事
務
所

�
０
１
６
６�
１
６
１
１

開
催
し
ま
す

町
民
新
年
交
礼
会

総
務
課 
総
務
班�
�
6
4
０
０

　

平
成　

年
の
新
春
を
迎
え
る
『
町

２０

民
新
年
交
礼
会
』
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。

日
時　

１
月
５
日（
土
）　

時
〜

１１

場
所　

消
防
北
署
２
階「
大
会
議
室
」

会
費　
　

円
５００

申
込
方
法　

町
内
の
各
団
体
に
ご
案

　

内
を
し
て
い
ま
す
が
、
個
人
で
の

　

参
加
も
で
き
ま
す
の
で
、
希
望
さ

　

れ
る
方
は
、　

月　

日（
金
）ま
で

１２

２１

　

に
総
務
課
総
務
班
へ
会
費
を
添
え

　

て
申
込
み
く
だ
さ
い
。

ご
協
力
を

工
業
統
計
調
査

総
務
課 
総
務
班�
�
6
4
０
０

窓
口
負
担
の
据
え
置
き

町
民
生
活
課 
総
合
窓
口
班

�
�
６
９
８
５

　

国
で
は
、
高
齢
者
を
取
り
巻
く
社

会
環
境
な
ど
を
考
慮
し
、
患
者
負
担

の
見
直
し
を
す
る
こ
と
で
決
定
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
当
初
定
め
ら
れ
て

い
た
窓
口
負
担
の
内
容
に
変
更
が
あ

り
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

主
な
内
容
（
経
過
措
置
）

　
　

歳
〜　

歳
の
方
の
医
療
費
の
窓

７０

７４

口
負
担
は
、
平
成　

年
４
月
か
ら

２０

「
２
割
」
に
引
き
上
げ
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成　

年
４
月

２０

か
ら
平
成　

年
３
月
ま
で
の
１
年

２１

間
、
窓
口
負
担
が
「
１
割
」
に
据
え

置
か
れ
ま
す
。

※
す
で
に
３
割
負
担
に
な
っ
て
い
る

　

方
な
ど
は
除
か
れ
ま
す
。

問
合
せ　

詳
し
く
は
、
町
民
生
活
課

　

総
合
窓
口
班
ま
で
、
ご
連
絡
く
だ

　

さ
い
。

危険業務従事者叙勲危険業務従事者叙勲

瑞宝単光章
 
北   
井 　
 
義   
和  
さ
ん

き
た 

い 

よ
し 

か
ず

　
　

新
町
３
丁
目（　

歳
）

61

　永年にわたり防衛業務に
従事され、その職務を果た
し、功労を積み重ねた功績
により、瑞宝単光章を受章
されました。

瑞宝双光章
 
関   
本 　
 
義   
雄  
さ
ん

せ
き 

も
と 

よ
し 

お

　
　

丘
町
１
丁
目（　

歳
）

61

　永年にわたり防衛業務に
従事され、その職務を果た
し、功労を積み重ねた功績
により、瑞宝双光章を受章
されました。

瑞宝単光章

蒲
   
 

生
   
　

金
一
郎

が
も 

う

     

 
さ
ん

き
ん
い
ち
ろ
う

　
　

大
町
１
丁
目（　

歳
）

７５

　上富良野消防団副団長とし
て永年にわたり地域住民への
火災予防思想の普及を図ると
ともに消防団の発展に寄与さ
れた功績により、瑞宝単光章を
受章されました。

秋の叙勲秋の叙勲 叙
勲
の
お
知
ら
せ

叙
勲
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
順
不
同
で
す
）

（
順
不
同
で
す
）

　

〜　

歳
の
医
療
費

７０

７４
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�
路
上
駐
車
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い

　

路
上
駐
車
は
、
除
排
雪
作
業
に
支
障
を
き

た
す
ば
か
り
で
な
く
、
吹
雪
や
夜
間
で
は
事

故
の
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。

　

路
上
駐
車
に
よ
り
除
排
雪
作
業
が
不
可
能

に
な
る
と
町
内
全
体

に
迷
惑
が
か
か
り
ま

す
の
で
、
路
上
駐
車

は
し
な
い
よ
う
に
、

お
願
い
し
ま
す
。

�
除
排
雪
作
業
が
積
雪
状
況
に
よ
り
遅
れ
る

場
合
も
あ
り
ま
す

　

通
学
路
や
バ
ス
路
線
な
ど
、
道
路
の
交
通

網
確
保
の
た
め
、
な
る
べ
く
早
い
時
間
帯
に

作
業
を
実
施
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
積
雪
状

況
に
よ
り
時
間
帯
が

遅
れ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。

�
道
路
が
滑
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す

　

除
排
雪
し
た
す
ぐ
後
の
道
路
は
、
た
い
へ

ん
滑
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

�
屋
根
の
雪
や
つ
ら
ら
な
ど
落
雪
の
管
理
を

お
願
い
し
ま
す

　

屋
根
の
雪
や
つ
ら
ら
な
ど
が
歩
道
上
に
落

下
し
た
と
き
、
通
行
人
へ
の
人
命
に
関
わ
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

屋
根
の
雪
下
し
な

ど
心
掛
け
、
車
道
や

歩
道
の
通
行
に
支
障

の
な
い
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

除除
排排
雪雪
作作
業業
にに

皆皆
ささ
んん
のの
ごご
協協
力力
おお
願願
いい
しし
まま
すす

今
年
も
雪
の
季
節
を
迎
え
ま
し
た

今
年
も
雪
の
季
節
を
迎
え
ま
し
た

快
適
な
冬
を
過
ご
す
た
め

快
適
な
冬
を
過
ご
す
た
め

町
民
皆
さ
ん
の
一
人
ひ
と
り
の

町
民
皆
さ
ん
の
一
人
ひ
と
り
の

ご
協
力
と
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す

ご
協
力
と
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す

�
除
排
雪
車
に
は
、
危
険
な
の
で
近
寄
ら
な

い
で
く
だ
さ
い

　

除
排
雪
車
は
作
業
中
、
前
進
・
後
退
を
繰

り
返
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
道
路
の

セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
を
越
え
て
作
業
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
除
排
雪
作
業
中
は
近
づ

か
な
い
よ
う
お
願
い
ま
す
。

　

子
ど
も
が
近
く
で
遊
ん
で
い
る
の
を
見
か

け
た
ら
、
大
変
危
険
で
す
の
で
、
注
意
さ
れ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

�
車
道
に
雪
を
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

　

宅
地
内
の
雪
を
車
道
に
出
す
と
、
道
路
が

で
こ
ぼ
こ
に
な
っ
た
り
道
幅
が
狭
く
な
っ
た

り
し
て
、
交
通
事
故
の
原
因
に
も
な
り
ま

す
。

　

雪
を
捨
て
る
場
合

は
、
町
の
雪
捨
て
場

ま
で
運
ん
で
い
た
だ

く
よ
う
、
お
願
い
し

ま
す
。　

�
玄
関
前
や
車
庫
前
な
ど
の
雪
処
理
に
ご
協

力
く
だ
さ
い

　

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
玄
関
前
や

車
庫
前
な
ど
出
入
り
口
に
た
ま
っ
た
雪
は
、

ご
家
庭
で
処
理
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

　

道
路
の
交
通
網
を

確
保
す
る
こ
と
を
最

優
先
し
て
い
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

国
道�
旭
川
開
発
建
設
部
富
良
野
道
路
事
務
所

　
　
　
�
�
３
１
７
１

道
道�
旭
川
土
木
現
業
所
富
良
野
出
張
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住
宅
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路
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で
は
、
除
排
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に

よ
る
雪
の
堆
積
場
所
に
非
常
に
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し
て
い

ま
す
。

　

冬
期
間
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用
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て
い
な
い
私
有
地
（
畑
や

空
き
地
な
ど
）
の
利
用
に
つ
い
て
、
特
段
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

歩
行
者
や
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
は
、
通
行
に

十
分
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

町の雪捨て場所

町
の
雪
捨
て
場
ご
利
用
に
あ
た
り

　 
① 
雪
と
一
緒
に
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
で
く

  　

だ
さ
い
。

 
② 
次
の
利
用
者
の
た
め
に
も
極
力
奥
側

　
  
に
捨
て
て
く
だ
さ
い
。

　
  
出
入
り
口
付
近
は
、
次
の
利
用
者
の

  　

迷
惑
に
な
り
ま
す
。

雪捨て場所位置図



� 広報かみふらの ２００７.１２

　先月号の東海林さんからめぐって、中田さん
にお逢いしました。
　『スポーツが好きで、学生のときはバスケット
ボールをしていました。今は、週３回ミニバ
レーをしていて、町内の大会だけでなく旭川の
大会にも出たりしています。ミニバレーの練習
後や仕事帰りには、東海林さんのアルバイト先
のコンビニに毎日のように寄っていますね。ミ
ニバレーの後は、用がなくても、何故か同じ年
代の仲間とコンビニに行ってしまうんですよ。
仕事が休みの日は、のんびりと過ごすことが多
いです。車の運転も好きなので、遠出も平気で
す。特に目的もなくドライブをしたり、旭川へ
買い物に出かけたり。また、写真を撮るのが好
きで、出かけるときには、カメラを持って出か
けます。撮られるのは苦手ですが．．．。』

 中 田 　健 悟       さん
な か た  け ん ご

昭和５７年生まれ
西５線北２２号

みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんなななななななななななななななななななななのののののののののののののののののののののみんなの
伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板伝言板
問合せ：町民生活課まで問合せ：町民生活課まで

第第第第第第第第第第第２２２２２２２２２２２１１１１１１１１１１１回回回回回回回回回回回北北北北北北北北北北北ののののののののののの大大大大大大大大大大大文文文文文文文文文文文字字字字字字字字字字字
   御御御御御御御御御御御御御御御御神神神神神神神神神神神神神神神神火火火火火火火火火火火火火火火火ラララララララララララララララランンンンンンンンンンンンンンンン御神火ランナナナナナナナナナナナナナナナナーーーーーーーーーーーーーーーーナー

　年越し恒例のイベント「北の大文字」を日の出公園
で行います。
　上富良野神社で採火した御神火を御神火ランナーが
日の出公園斜面の『大』の文字に点火すると、新年の
幕開けです。
　なお、参加していただける御神火ランナーを募集し
ています。当日参加でも歓迎します。　

日時　　１２月３１日　２３時３０分～
　　　　　＊２３時１５分　上富良野神社集合
内容　　神社でおはらいを受けた後、日の出公園会場
　　　　までたいまつを持って走ります。
服装　　防寒着、手袋など暖かい服装
　　　　　＊はっぴは事務局で用意します。
問合せ　北の大文字運営委員会
　　　　　事務局　商工会内
　　　　　　　　　��２１９１

募集

ダンスパフォーマンス
ココア・ホットミルク・綿あめ
エゾシカバーガーの無料試食

日の出公園会場
２３時３０分～

健健康康かかみみふふららのの２２１１
地地域域栄栄養養士士会会

食 と 健康
「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食にににににににににににににににににににににににににににににににににに関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすするるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」のののののののののののののののののののののののののののののののののの取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ

今、子どもたちが大変なことに！
　現代っ子の食事情は次の６つの「こ」食が実態で、食事マ
ナーや食習慣の乱れとなっています。
　① 固食＝自分の好きな同じ料理ばかり食べる
　② 個食＝家族のそれぞれが好きなものだけ食べる　
　③ 粉食＝粉を使った主食を好んで食べる
　④ 小食＝食べる量が少ない(極端なダイエット)
　⑤ 孤食＝一人きりで食べる
　⑥ 濃食＝味を濃くしないと満足しない

マナー違反！　
　食卓にひじをついて食べる、お茶碗を食卓に置いたまま
食べる(犬食い)、ペチャペチャ音をたてて食べる、食べ物を
口の中に入れたまま話す、立ち歩くような食事のしかたは、
雰囲気を悪くします。
　また「他人に迷惑をかけていない」といって身勝手な態度
は、他人に直接被害を与えていなくても不快な思いをさせ
てしまい、マナー違反！

平成１６年度に栄養士と給食のおばさんが東中小学校へ訪問したのが始まり　平成１６年度に栄養士と給食のおばさんが東中小学校へ訪問したのが始まり
で、昨年からは、西小学校へ毎月１回給食指導をしています。で、昨年からは、西小学校へ毎月１回給食指導をしています。
今回、上富良野小学校から給食指導のお話があり訪問したところ、指導後は　今回、上富良野小学校から給食指導のお話があり訪問したところ、指導後は

給食の残りも減っており、先生方はじめ給食のおばさんもとても喜んでいま給食の残りも減っており、先生方はじめ給食のおばさんもとても喜んでいま
す。す。

�食を楽しむ
　　給食の準備からゴミ分別などの後片付けまで、食事の
　マナー（他人と豊かな心で接する社会的態度や協調性、
　責任感、自主性、思いやりの心）
�味覚を育てる
　　上富良野産の食材を活用し、旬の味を知ってもらう
　（食べ物と心や身体の関係・身体に良い食べ物を選ぶ・
　食文化・食べ物の大切さ・感謝）
�衛生管理
　正しい手洗い（食中毒防止・二次感染の防止）

���� 上富良野町学校給食会事業上富良野町学校給食会事業 ����

１１月７日
上小３年生の
授業の様子

１１月１５日
西小２年生の
給食の様子

－問合せ－
学校給食センター

��３８２９
～「食育」で学ぶ目標～「給食に関する指導」の主な内容



町へ
◎眞田英子さん（錦町１丁目）から公共
施設整備資金として、５万円を

◎伊藤しづゑさん（緑町２丁目）から社
会福祉事業推進のためにと、１０万円を

◎大谷　剛さん（東４線北２２号）から町
に役立ててくださいと、２万円を

◎小松美也子さん（東９線北１９号）から
町に役立ててくださいと、２万円を

◎鎌倉　薫さん（新町２丁目）から社会
福祉事業推進のためにと、５万円を

◎田中秀子さん（本町３丁目）から町に
役立ててくださいと、５万円を

◎上富良野ライオンズクラブからスクー
ルバンド用楽器一式を

◎公民館友の会から図書館ふれんど図書
購入資金として、７千円を

◎昭和２２年亥年生還暦祝協賛会から小・
中学校部活動用備品と図書館ふれんど
用図書を

町立病院へ
◎飯村敏明さん（東８線北１６号）から母・
トキエさんの死去に際し、備品購入資
金として、５万円を

ラベンダーハイツへ
◎上富良野駐屯地曹友会から入所者用
に、箱ティッシュペーパー６５箱を

◎ＪＡふらの女性部上富良野支所から入
所者用に、箱ティッシュペーパー２５箱
とタオル６５枚を

社会福祉協議会へ
◎大石　勲さん（栄町２丁目）から、叔
母・キヌ子さんの死去に際し、５万円
を

◎野澤マツさん（新町１丁目）から、弟・
熊谷　治さんの死去に際し、３万円を

◎田中秀子さん（本町３丁目）から、夫・
敏雄さんの死去に際し、３万円を

◎サッポロビールホップ会から、福祉に
役立ててくださいと、２万円を

◎上富良野技能士会から、福祉に役立て
てくださいと、６,９２７円を

上川南部北消防署へ
◎田中秀子さん（本町３丁目）から、夫・
敏雄さんの死去に際し、消防施設整備
資金として、３万円を

た
く
さ
ん
の
善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

広報かみふらの ２００７.１２  �

鼓笛隊セットの贈呈式  －平成１９年度宝くじ助成事業－
　

　財団法人日本防火協会から、平成１９年度宝くじ助成事業で幼年消防用活動資
器材として鼓笛隊セットが整備され、１０月２７日（土）にわかば愛育園幼年消防
クラブへ鼓笛隊セット４５人分（ピアニカ、ドラム、シンバルなど）が贈呈され
ました。
　同日に行われたわかば愛育園のお遊戯会の席で、さっそく贈られた鼓笛隊
セットを使って元気よく「メリーさんのひつじ」を演奏し披露してくれました。
　今回整備された鼓笛隊セットにより、更に充実した防火パレードでの啓発活
動を実施し、地域住民の防火に対する意識を高め、災害に強い安全な地域づく
りのために活用していきます。

　１２月は下図のように大陸の高気圧が強まり、北海道の東
海上で低気圧が発達する西高東低の「冬型の気圧配置」が
次第に多くなります。　
　冬型の気圧配置の場合、大陸の高気圧から北西の季節風
が吹きやすく、日本海側では雪になり、太平洋側では晴天
の日が多くなります。

� ～冬型の気圧配置～

旭川地方気象台ホームページアドレス
http:// www.sapporo-jma.go.jp/asahikawa.html
問合せ先　　旭川地方気象台防災業務課�０１６６�７１０２

　これは、日本海は大陸から流れ込む冷たい空気と比較すると冬でも暖かく、
その温度差で海が露天風呂のようになり水蒸気が発生しやすくなるためです。　
その水蒸気が、背の低い雪雲に成長し、その雪雲が直接入り込む日本海側は雪
になり、大雪山系や日高山脈の高い山にブロックされる太平洋側は晴天となり
ます。
　冬型の気圧配置の時の雪雲は細長い筋状となることが多く、筋の部分が次々
と入る地域では雪が降り続きます。逆に少し離れた地域では晴れ間が出るなど、
比較的狭い範囲で大きく天気が変わるので、冬型の気圧配置での雪の降り方は
局地性が強いといえます。
　また、日本海側でも風向きや風速により直接雪雲が
入る場所が変わるので、雪の降る場所も大きく変わり
ます。
　なお、冬型の気圧配置が緩んで風速が弱くなると旭
川など内陸では雪は降りづらくなります。
　気象台では、雪による交通障害の発生が予想される
場合には、風雪や大雪注意報、暴風雪や大雪警報を発
表しますので、気象情報の確認をお願いします。

毎月２１日は『防火の日』です
問合せ　上川南部消防事務組合北消防署��２１１９
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『ちぎり絵』

　時間はかかりましたが、最後
まで楽しく取り組むことがで
きました。カラフルな象がと
ても素敵です�
　　　　　　　　（道園先生）

 加 藤   恵莉菜      ちゃん
かとう え り な

（平成１３年生まれ・大町２丁目）

　絵本の主人公エルマーをち
ぎり絵で、楽しく表現しまし
た。夢いっぱいパッチワーク
柄の象がいたら良いなぁとワ
クワクしました！（宮越先生）

 池 田   真那斗      くん
いけだ ま な と

（平成１４年生まれ・富町２丁目）

『ちぎり絵』

■発行／上富良野町
■編集／町民生活課自治推進班
■印刷／�上富印刷

■ご意見・ご感想をお寄せください
　�071-0596
　北海道空知郡上富良野町
　　　　　　　　　　大町2丁目2番１１号
　�0167�6９８５　�0167�5362
　http://hp.town.kamifurano.hokkaido.jp
　jichi@town.kamifurano.lg.jp

編集後記

■ついこの間、年が明けたような気
がしたのにもう年末。１年を振り返
る間もなく、あわただしく新年に突
入しそうです。さて、皆さんは今年
何が一番心に残っていますか。私は
４月から広報担当になり、行政の情
報をわかりやすく伝えるって大変だ
と実感しました．．．。（床鍋）

■先月、町民との意見交換の場とし
て、まちづくりトークや町長と語ろ
うが行われました。広報広聴には広
報誌での情報提供もありますが、紙
面だけでのコミュニケーションには
無理が…。直接話すのが一番。広報
誌で一方的に情報を流すだけの方が
都合が良い時もあるのかな？（林下）

外遊びが大好きな楽詞は、いつも木
登りや砂遊びをして元気に走りま
わってます。寧々も歩き出し、家中
をグルグルと。楽詞は寧々の面倒を
よく見てくれて、いつも仲良く�

　おおむね２歳から就学前のお子
さんを「わが家のアイドル」コー
ナーに掲載しませんか？自薦・他
薦を問わず、募集しています。

町民生活課自治推進班��６９８５

友達と遊んだり散歩が大好きな真奈
は、啓武を笑わす天才�毎日仲良く
元気に遊んでます。真奈はお寿司＆
トマト、啓武は茶碗蒸しが大好き。
姉弟仲良く、大きくなぁ～れ！

 福村   真奈
ふくむら

    ちゃん ・ 啓武    く
ん 

ま な ひろむ

 　　　  （３歳８か月） ・ （０歳９か月） 
徹さん・知世子さんの子（宮町２丁目）

� 広報かみふらの ２００７.１２

まちづくりトークまちづくりトーク
（セントラルプラザ １１月１５日）（セントラルプラザ　１１月１５日）

●人のうごき●
平成19年１１月３０日現在

(　)は前月比

(＋４)12,２９５ 人人 口
(＋６)６,２５０ 人男
(－２)６,０４５ 人女
(±０)5,３６５ 世帯世 帯

和伸さん･友紀さんの子（旭町１丁目）

 山口   楽詞    く
ん  ・ 寧々

やまぐち がくし
    ちゃん

ね ね

 　　　（３歳０か月） ・ （１歳０か月） 
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　図書館「ふれんど」では、クリスマスにちなんだ本のコーナーを設置しました。
　このコーナーでは、クリスマス、サンタクロースについて書かれた絵本やク
リスマスケーキなどのお菓子作りの本を展示し貸出しています。
　クリスマスは、イエス・キリストが生まれた１２月２５日を祝うこととされていま
す。しかし、イエスが何年何月何日生まれなのか？本当のところはわかってお
らず、クリスマスが１２月２５日に決まる前は、１
月６日や３月２７日などがイエスの誕生日と考え
られて、クリスマスを祝っていました。
　他にも様々なクリスマスに関する本を展示・
貸出していますので、ぜひ、図書館へお立ち寄
りください。
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ふふれれんんどど通通信信
－上富良野町図書館－

問合せ　��3158　　��3562

開館時間
9：30～18：0０（月曜日・祝日は休館）

『クリスマスコーナー』を設置！『クリスマスコーナー』を設置！

～ １２月の新刊書案内 ～

　　　　　一般書一般書　　　　　　
　

・あじさい日記　　　　　　　　　　　渡辺淳一
・図書館革命　　　　　　　　　　　　有川　浩
・刀語　第十・十一話　　　　　　　　西尾維新
・中原の虹　第四巻　　　　　　　　　浅田次郎
・黒い森　　　　　　　　　　　　　　折原　一
・おっぱいの詩　　　　　　　　　　　大原まゆ
・望みは何と訊かれたら　　　　　　　小池真理子
・獅子の糸譜　　　　　　　　　　　　津本　陽
・迷宮のファンダンゴ　　　　　　　　海野　碧
・アバノの再開　　　　　　　　　　　曽根綾子

　　　　　　　　　児童書児童書　　　　　　
　

・アモス・ダラゴン　１２　　　　　　　　　竹書房
・呪われた恐怖の仮面　　　　　　　　　　国土社
・チビまじょチャミー　　　　　　　　　　岩埼書店
・おばけ屋のおばけツリー　　　　　　　　小峰書店
・クリスマスの妖精ホリー　　　　　　　　ゴマブックス
・クリスマス辞典　　　　　　　　　　　　あすなろ書房
・ねずみくんおおきくなったらなにになる？　　ポプラ社
・しずくちゃんうらないブック　　　　　　学研
・むかしばなしめいろ　２４　　　　　　　　チャイルド本社
・あそぶのだいすきシロクロちゃん　　　　ひさかたチャイルド

家庭教育シリーズ『２４9号』

　　　『言葉とコミュニケーション』
                                                                                 　 　   上富良野西小学校長　　秋  山   芳 子
　

　日本を代表する国語辞典「広辞苑」が１０年ぶりに改訂され、新語として「いけ面」「うざい」「逆ぎれ」
などが盛り込まれることで話題となっています。時代とともに新語の選定が変わっていくことは必然で
すが、社会の変化を改めて感じています。
　今、子どもたちのコミュニケーション能力の不足が指摘されていますが、極端な短縮言葉やテレビ等の
メディアから流れてくる言葉の中には、人と人との関係を遮断してしまうような印象を受けることがあり
ます。
　「言葉は心のありよう」とはある歌人の言葉です。相手の気持ちや考えを理解し、自分の考えを伝えるに
は言葉の吟味も必要になってきます。このように考えると、私たち大人は子どもへのかかわり方を含め、
子どもの言語環境に配慮しなければならないと思います。
　日本語には美しい響きのある言葉、相手を大切にする敬語の使い方等、独特の文化があります。温かい
言葉の代表「ありがとう」は、日本人が一番好きな言葉だそうです。
　情報化が進むこれからは、家庭・学校・地域で挨拶を交わし、言葉をかけあう人と人との関係づくりが
一層大切になると思っているところです。

クリスマスコーナー
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１月１日～１月１日～　　
２月２８日まで　２月２８日まで 参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加レレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー参加レンダー

  かみふらの雪合戦大会　　　　  　　�日 日日２/３３  成人式                  　　　              　   　   �か 日日1/１１３３

  ミニテニス教室　　                             　       �社 土１９

    バドミントン教室　　　　　　　　　                �上 日日２２００

  住民会対抗ソフトミニバレーボール大会　 �社 日日２２７７

北海道家庭教育サポート企業  ファミリー川柳コンクール

　　『待ち受けの画面で　競う　まごの顔』
　　　　　　　　　　　　　　　　佐川典子さん 準大賞を受賞（栄町２丁目・建設業） 

�社  … 社会教育総合センター
�か  … かみん
�上  … 上富良野小学校体育館
�日  … 日の出公園特設会場

ミニテニス教室
と   き　１月１９日（土）
　　　　９時～１２時
ところ　社会教育総合センター
　　　　アリーナ
対   象　小学生以上の方
定   員　２０名
参加費　２００円（保険料含む）
指導者　ミニテニス協会
申込み　１月９日（水）まで

バドミントン教室
と　き　１月２０日（日）
　　　　９時～１7時
ところ　上富良野小学校体育館
対　象　小学生以上の方
定　員　２０名
参加費　２００円（保険料含む）
指導者　バドミントン協会
申込み　１月16日（水）まで

生涯学習情報

問 合 せ ・ 申 込 み
社会教育総合センター

��5511

　この中、北海道上川教育局では上川管内のサポート企業を対象に川柳コン
クールが行われ、『かけがえのない家族を見つめて…』をテーマに「わが家の子
育て」「企業の子育て」「家族へのメッセージ」に関する事柄を題材とした７０点
の心温まる川柳が出品されました。
　今回、携帯電話とお孫さんを題材とした家族への思いを描いた佐川典子さん
の作品が、応募作品の中から準大賞を受賞されました。
　作品を作られた佐川典子さんは、「会社の仲間が、お孫さんの顔を携帯電話の
待ち受け画面にしているのをいつも見ていて、家族のつながりを感じたこと
と、みんなの気持ちが和んでいる情景を川柳にしてみました。子どもの未来や
将来の幸せを願う家族の気持ちが大切だと思います。」と話されました。
　これから、保護者と子どものかかわりを見守り育んでいく地域づくりのた
め、家庭教育サポート企業への参画を北海道では求めています。

　１１月１６日（金）公民館大ホールでフ
ロアカーリング指導者講習会が開催
され、シニア層４９名の町民の方々が受
講されました。
　フロアカーリングが考案された新
得町の日本フロアカーリング協会の
阿部会長と関指導員を講師に招き、基
本的なルール説明や試合形式での実
技講習を行いました。

かみふらの雪合戦大会
と　き　２月３日（日）
　　　　８時３０分～
ところ　日の出公園特設会場
種　目　・小学生の部
　　　　・一般の部
　　　　・混成の部
構　成　監督１名、選手７名と
　　　　補欠２名で１チーム
参加料　無料
その他　小学生の部は、ビニー
　　　　ル製のカラーボールを
　　　　使用します。
申込み　１月２５日（金）まで

上富良野町総合型スポーツクラブ
町民スポーツ教室のお知らせ

フロアカーリング指導者講習会を開催!!

　フロアカーリングは、木でできていて裏にキャスターがついた「フロッカー」
をころがして対戦する競技です。板間などの広いスペースの床があればどこで
もでき、参加者は、クルクル回る「フロッカー」に戸惑いながらも、座りなが
らでも気軽にできる軽スポーツに楽しんで取り組んで
いました。
　参加された穐吉忠彦さん（大町２丁目）にお話を聞
きました。
『私は老人会の研修で一度経験したことがありますが、
　フロアカーリングは、子どもから大人まで年齢を問
　わず楽しんでできる競技ですね。上富良野でも多く
　の方が楽しめたらいいですね。』

　家庭教育サポート企業は、従業員が子どもの参観日
などの行事に参加しやすく、家族とのつながりをつく
りやすい環境づくりを進めている企業です。
　企業と北海道教育委員会が、今年度から協定を結び
早寝・早起き・朝ごはん運動など、子どもと保護者の
職場内や地域で子育て環境づくりに参画している企業
で、全道で１７７社、上川管内では４４社が参画し、それぞ
れ特色のある活動を進めています。
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親子料理教室で
　　　　未来のシェフ誕生！？

　11月11日（日）に公民館調理室で親子料理教室
が開催されました。
　親子料理教室は「食育」の一環として、教育
委員会で今年はじめて、講師に町内農家の女性
グループ「旬ちゃん」の協力を得て開催しまし
た。
　あらかじめ料理の下準備を講師の方にしても
らい、親子で２時間程度で作れるメニューをお
願いし、食材に地元産の農畜産物を使って手作
り餃子や手作りチーズを作りました。
　各グループに別れて調理を開始し、日頃親子
で料理をすることが難しいお父さんも積極的に
参加され、子ども達は慣れない手つきで、思い

思いに腕をふるって、楽しみながら料理をしました。ひとつひとつ自分で皮を包んだ餃子が、こんがり焼き上がり
完成。できあがった料理をみんなで食べて、どれも美味しくてびっくり！料理を美味しく食べる喜びと自分で作る
喜びに、子ども達はちょっと大人になった感じでした。
　また、食事の中では「食の安心・安全」の大切さを知ってもらう
ため、上川支庁南部耕地出張所の庄子指導員を招き『食べ物と農業
のはなし』について、子ども達が大好きなカレーライスの作り方を
例えに食べ物がどこから来るのか？地元でどんな農作物が作られて
いるのかを解りやすく話してもらいました。
　最後は、全員で後片付け！作るだけでなく、お皿や調理器具など
の後片付けも料理の大切なお仕事として、てきぱきと動いていまし
た。
　今回参加した親子全員に、教育委員会から健全な食生活を通じて
明るい家庭環境づくりを願い「親子料理教室修了書」が交付され終
了しました。
　参加された小野さん親子（宮町２丁目）にお話を聞きました。

小野寿樹さん（お父さん）
『仕事が忙しくて娘と一緒にいる時間が少なく、今回コミュニケーションの
　場として親子料理教室に参加しました。講師の方々が実際の生産者という
　こともあり、食について多くのことを学びました。次回は、息子と娘の３
　人で参加したいと思っています。』
小野宥佳さん（上小２年生）
『家では、お母さんのお手伝いで玉ねぎやお芋の皮むきをしています。お父
　さんと参加してとても面白かったです。また、一緒に料理教室に参加した
　いです。』


